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１．中山間地域の現状と道の駅



中山間地域の現状と課題
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自動車の運転を断念してからの移動手段の変化（75歳以上）

○ 自動車の運転を断念後、地方部では75歳以上の約５割が外出を減少

出典：平成22年全国都市交通特性調査結果より 3
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その他

デイサービス・デイケア

公民館等の公共施設

仕事場

趣味の集まり等

友人、知人、親戚宅

自宅周辺(散歩)

市役所・役場・銀行・郵便局

病院・診療所

スーパー等の商業施設

アンケート調査の実施概要
・調査地域と対象：北海道足寄町、山形県庄内町、栃木県栃木市、群馬県上野村、

山梨県小菅村、石川県珠洲市、岐阜県郡上市、長野県伊那市、
愛知県豊田市、滋賀県東近江市、奈良県十津川村、
岡山県新見市、島根県雲南市木次町地区、高知県檮原町、
香川県高松市、佐賀県唐津市、長崎県五島市、宮崎県小林市
在住の男女（アンケート調査10,245通配達）

・集計対象：６５歳以上の男女
・実施時期：平成28年12月9～20日・平成29年1月15～1月24日

出典：道路局調べ

Q.よく出かける場所（複数回答）＜ N=2,077 ＞

高齢者の外出先（60歳以上）

○高齢者の外出先としてよく出かけるのは商業施設、病院、市役所など
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全国「道の駅」の設置状況と機能

32

31

34
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全国「道の駅」登録数：1,117駅
（H29年 4月21日時点）

地域の産業振興

地域福祉の向上

高度な防災機能

地域の元気を創る

地域センター型

地方特産品のブランド化、６次産業化 等

診療所、役場機能、高齢者住宅 等

広域支援の後方支援拠点、防災教育 等

インバウンド観光の促進

地域の観光総合窓口機能

地方移住等の促進

地域外から活力を呼ぶ

ゲートウェイ型

外国人案内所、免税店、無料公衆無線LAN、

地域全体の観光案内、宿泊予約窓口 等

地方移住のワンストップ窓口
ふるさと納税の情報提供 等

海外対応ATM 等
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「道の駅」の中山間地域市町村のカバー率

■ 全国の中山間地域の市町村のうち、約半分に道の駅が設置されている。

N=1,142市町村

中山間地域：

特定農山村法※、山村振興法、過疎地域活性化特別措置法、
半島振興法、離島振興法に位置付けられた市町村

※［1］勾配1/20以上の田面積が全田面積の50％以上、

但し全田面積が全耕地面積の33％以上

［2］勾配15度以上の畑面積が全畑面積の50％以上、

但し全畑面積が全耕地面積の33％以上

［3］林野率75％以上

「道の駅」あり
６０８市町村
（５３％）

「道の駅」なし
５３４市町村
（４７％）

約５割

○道の駅がある市町村の人口合計は約2,900万人
（日本の総人口の約23％）

○道の駅の約８割にあたる８７６駅が設置されている。

全国の市町村
の約７割が
中山間地域

N=1,718市町村
※平成29年4月時点

※平成29年4月時点
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中山間地域における道の駅の機能①

病院・診療所 役場機能

約３５％が１ｋｍ圏内※に役場機能あり約３９％が１ｋｍ圏内※に病院・診療所あり
※直線距離 ※直線距離

①

なし
約６１％

なし
約６５％

N=876駅
※平成29年4月時点

① 道の駅内 １７駅 ２％

② ～３００ｍ ８２駅 ９％

③ ～５００ｍ ７５駅 ９％

④ ～１ｋｍ １６５駅 １９％

３３９駅 ３９％計

① 道の駅内 ２８駅 ３％

② ～３００ｍ ７８駅 ９％

③ ～５００ｍ ５７駅 ７％

④ ～１ｋｍ １４４駅 １６％

３０７駅 ３５％計

②

③

④

①
②

③

④

約３９％ 約３５％

N=876駅
※平成29年4月時点
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バス停あり
約４４％
（３８９駅）なし

約５６％
（４８７駅）

約４４％

中山間地域における道の駅の機能②

バ ス 停

約４４％が道の駅にバス停あり

２０箇所

４０箇所２３６箇所

高速バス

３箇所

デマンドバス

路線バス

１４箇所

３２箇所

４４箇所
N=876駅

※平成29年4月時点

※平成29年4月時点 8



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

２．実証実験の計画



中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転サービス

全国１３箇所で順次実験開始（9/2～）

●高齢化が進行する中山間地域において、人流・物流を確保するため、「道の駅」等を拠点とした
自動運転サービスを路車連携で社会実験・実装する。

生活の足の確保
（買物・病院、公共サービス等）

物流の確保
（宅配便・農産物の集出荷等）

地域の活性化
（観光・働く場の創造等）

貨客混載
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実証実験 ビジネスモデル

H
2
9
年
度
（
2
0
1
7
）

H29年度実験スケジュール

４月２５日
実験環境・拠点性・

地域の取組を踏まえ選定

４月２５日～５月２５日
地域公募

全国２６地域より応募

Ｈ３０夏頃 中間とりまとめ

地域指定型 公募型

夏頃～ 実験の開始

７月３１日
地域の提案内容を踏まえた

地域の選定

実験の開始

７月３１日
ビジネスモデル
検討会の設立

＜検討項目＞
○ 自動運転に対応した
道路空間活用のあり方
○ 中山間地域のニーズ
を踏まえた自動運転車
両技術等のあり方
○ 道の駅等を拠点とした
ビジネスモデルのあり方

実証実験の準備
（車両準備、現地設営等）

実証実験の準備
（車両準備、現地設営等）

主に技術的検証が速やかに

実施可能な地域（５箇所）

主にビジネスモデルの検討に

資する地域

中山間地域における道の駅等を
拠点とする自動運転サービス
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バスタイプ 乗用車タイプ

①株式会社ディー・エヌ・エー ③ヤマハ発動機株式会社

②先進モビリティ株式会社 ④アイサンテクノロジー株式会社

実験車両協力者の公募結果

「レベル４」 （専用空間）

「車両自律型」技術

GPS、IMUにより自車位置を
特定し、規定のルートを走行
（点群データを事前取得）

定員： 6人（着席）

（立席含め10名程度）
速度： 10km/h程度

（最大：40km/h）

「レベル４」 （専用空間） ＋

「レベル２」（混在交通（公道））

「路車連携型」技術

埋設された電磁誘導線からの
磁力を感知して、既定ルートを
走行

定員： ７人

速度： 自動時～12km/h 程度
手動時 20 km/h未満

「レベル４」 （専用空間） ＋

「レベル２」（混在交通（公道））

「路車連携型」技術

GPSと磁気マーカ及びジャイロ
センサにより自車位置を特定
して、既定のルートを走行

定員： 20人

速度： 35 km/h 程度
（最大40 km/h）

「レベル４」 （専用空間） ＋

「レベル２」（混在交通（公道））

「車両自律型」技術

事前に作製した高精度３次元
地図を用い、LIDARで周囲を
検知しながら規定ルートを走行

定員： 4人

速度： 40km/h 程度
（最大50 km/h）

GPS ：Global Positioning System，全地球測位システム
IMU ： Inertial Measurement Unit，慣性計測装置

※速度は走行する道路に応じた制限速度に適応

※※

● 期間内（２月２４日（金）～３月７日（火））に応募のあった実験車両協力者について、走行実績等の
審査を行い、以下の４者を選定
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①道路・交通 ②地域環境

③コスト ④社会受容性 ⑤地域への効果

実験での検証内容

①道路構造
（線形、勾配等）

②道路管理
（区画線、植栽等）

③混在交通対応
④拠点に必要な
スペース

①気象条件
（雨、雪等）

②通信条件
（ＧＰＳ受信感度）

①車両の導入・維持コスト
②車両以外に必要なコスト

①快適性（速度、心理的影響等）

②利便性（ルート、運行頻度等）

（中山間地域の道路イメージ） （雪道のイメージ）

（電磁誘導線の敷設イメージ） （乗車イメージ） （貨客混載輸送のイメージ）

①高齢者の外出の増加
②農作物の集出荷の拡大 等

（電磁誘導線の敷設イメージ）
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実験ルート走行方法等

実験ルート

走行延長

走行方法

道の駅等を拠点として自宅（協力者を募集）を中心に周辺施設（病院、役場等）を含め巡回

概ね４～５ｋｍ程度

①交通規制等による専用空間を走行（自動運転レベル４）（緊急停止用の係員が同乗）
②専用空間＋混在交通（公道）を走行（自動運転レベル４＋２）（ドライバーが同乗）

運行パターン ①定期運行 ②スマートフォンを活用した呼び出し

※今後の自動運転の走行に関する制度変更に応じて適宜、走行方法を見直し

拠点
（道の駅等）

病院

役場

自宅

自宅

集会
所

自宅

自宅

自宅

道の駅へ
農産物出荷

病院への通院

自宅

道の駅で
買物 道の駅で

仕事

自宅

※
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撤
去

実
走

準
備

各箇所における実験期間

○乗客なし運行 ○乗客あり運行

○環境整備に係る関係者間の調整

・実験環境の整備に係る関係者（警察、地元住民等）との調整

・実験に関する一般道路利用者への周知 等

○実験環境の整備

・専用空間構築のための柵、路車連携に必要となる電磁誘導線等の設置

・実験車両の搬入、自律走行に必要となる点群データの取得 等

○原状回復

・専用空間構築のための柵、電磁誘導線等の撤去 等

・狭い幅員や急勾配の走行可能性
・雪道の走行可能性 等

・高齢者等への心理的影響
・貨客混載の手法・効果
・スマホ呼び出し機能の利便性 等

約
１
ヶ
月

２．５週間

１週間

０．５週間 15



実験推進体制

●各地域における関係者間の調整、実験の運営・検証を行うため、「地域実験協議会」を設置
●今後の社会実装に向けたビジネスモデルの検討を行うため、「自動運転ビジネスモデル検討会」を設置

関係者間の調整、実験の運営・検証

地方整備局・運輸局

実験車両協力者

自治体

有識者

警察

等

地域実験協議会（地域毎に設置）

ビジネスモデルの検討

有識者

地域公共交通事業者

車両メーカー

保険会社、その他

省内関係部局

自動運転ビジネスモデル検討会

実験計画の全体企画、実証地域の選定、社会実装に向けた検討 等

社会実験・社会実装ＷＧ

国土交通省 自動運転戦略本部

地域住民（利用者）

物流事業者

福祉、観光協会、道の駅

等

（本部長 国土交通大臣）

（道路局、自動車局、総政局、国政局、都市局、観光庁）
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

３．実証実験の実施箇所



平成２９年度 実証実験箇所 位置図

島根県飯石郡飯南町
（道の駅 赤来高原）

いいしぐん いいなんちょう

滋賀県東近江市蓼畑町
（道の駅 奥永源寺 渓流の里）

ひがしおうみし たてはたちょう

栃木県栃木市西方町
（道の駅 にしかた）

とちぎし にしかたまち

秋田県北秋田郡上小阿仁村
（道の駅 かみこあに）

きたあきたぐん かみこあにむら

北海道広尾郡大樹町
（道の駅 コスモール大樹）

ひろおぐん たいきちょう

たい
き

山形県東置賜郡高畠町
（道の駅 たかはた）

ひがしおきたまぐん たかはたまち

茨城県常陸太田市
（道の駅 ひたちおおた）

ひたちおおたし

富山県南砺市
（道の駅 たいら）

なんとし

長野県伊那市
（道の駅 南アルプスむら長谷）

いなし

はせ

岡山県新見市
（道の駅 鯉が窪）

にいみし

福岡県みやま市
（みやま市役所 山川支所）

新潟県長岡市
（やまこし復興交流館おらたる）

ながおかし

岐阜県郡上市
（道の駅 明宝）

ぐじょうし

めいほう

愛知県豊田市
（道の駅 どんぐりの里いなぶ）

とよたし

滋賀県大津市
（道の駅 妹子の郷）

おおつし

いもこ

山口県宇部市
（楠こもれびの郷）

うべし

主に技術的な検証
を実施する箇所

主にビジネスモデ
ルを検討する箇所

ビジネスモデルの更なる具体
化に向けてフィージビリティス
タディを行う箇所（机上検討）

：FS箇所：地域指定型 ：公募型

こい くぼ

あかぎこうげん

やまかわし
しょ

くすのき さと

熊本県葦北郡芦北町
（道の駅 芦北でこぽん）

あしきたぐん あしきたまち

あしきた

徳島県三好市
（道の駅 にしいや・かずら橋夢舞

台）

みよしし

ばしゆめぶたい

さと

おくえいげんじ けいりゅう さと

さと

（９/２～９/９）

（９/３０～１０/７）
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

４．道の駅「にしかた」における実証実験概要



道の駅「にしかた」自動運転実証実験ルート

定員 ： 6名（着席）

使用する車両（DeNA）

[停留所②]
集落前

［停留所①］
道の駅「にしかた」

農産物直売所併設

293

併設

［停留所③］
栃木市役所
西方総合支所

図書館
公民館
保健センター

栃木警察署
金崎駐在所

5.5m

３.８５m

至 栃木市街

社会実験中

実
験
車
両

停
車
場

自動運転に関する

社会実験中

５.６m

至 宇都宮市

2車線（片側1車線）

2車線（片側1車線）

1車線

1車線

（１）

（２）

（４） （５）

（７）

(1)

(2)

（３）

(6)

(4)

(5)

(3)

勾配約５%

（６）

6.1 m

2車線（片側1車線）

1車線

(7)

路面クラック・段差

利用が想定
される集落

（走行延長 約２km）

至 栃木市

＜実証実験のスケジュール＞

○ 9月2日（土） 実験開始式

○ 9月3日（日）～4日（月）
1回目 10:00～12:00
2回目 13:00～15:00

○ 9月7日（木）～9日（土）
1回目 11:00～11:40
2回目 13:00～13:40
3回目 13:50～14:30

［乗客なし］

［乗客あり］

［乗客なし］

※9月5日（火）、6日（水）は実験予備日
地図：地理院地図（電子国土Web）
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実証実験における主な検証項目

【使用車両】 ： DeNA小型バスタイプ ［レベル４（専用空間）］ ※緊急停止用に係員が乗車

• あらかじめプログラムされたルートを、GPSや慣性計測装置、事前に取得した点群データにより自車の位置を

特定し、LIDAR（光を用いたレーダー）により障害物を検知しながら走行。

• プログラムされたルートから外れた場合、又は障害物を検知した場合は走行停止。 ※障害物等の回避は不可

項目 無人走行 有人走行

①道路・交通

○ 厳しい道路状況を再現し、自動運転に必要と
なる道路の管理水準を検証

・路面上の落下物や水たまり
・駐車車両や繁茂した雑草に見立てた障害物

○ 「道の駅」内に歩行者との混在空間を再現し、
乗降の運用方法を検証

○走行ルート内の路面の段差や勾配に
おける走行性を検証

②地域環境 ○ 雨によるLIDARの検知能力の低下の程度を検証 （GPS、携帯電話網の電波受信環境は良好）

③コスト ○ 車両の維持管理コスト ○ 専用空間化のためのコスト

④社会受容性
○ 実験参加者等へのアンケートにより検証

・ 自動運転技術への信頼性 ・ 自動運転車の乗り心地

⑤地域への効果

○ 道の駅からの配送実験
・ 集落へ食料品等の配送
・ 市役所支所へ弁当の配送 等

○ 集落から道の駅への農作物出荷箱の配送実験

○ 図書館と集落間の貸出本・返却本の配送実験

○ 高齢者の外出を促す実験
・ 道の駅での買い物や公民館での講座受講 等

○ 実験参加者へのアンケートによる自動
運転サービスの活用方法

【主な検証項目】 ： 全て専用空間内

ライダー

ライダー
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主な検証項目 （①道路・交通の例）

ゴムマット泥・土 収穫藁 湿潤状態

駐車車両に見立
てたポストコーン

繁茂した雑草

角材や落石等に
見立てた落下物
（風船や紙製）

路面上に落下物や湿潤状態を再現

路側の障害物を再現

車両が円滑に走行
可能か否か確認

自動運転に必要な道
路の管理水準を検証

※日常の路面点検や
除草の頻度など

道の駅において、歩行者との混在空間を
創出し、車両が発進できない状況を再現

※上記はイメージ図であり、実証実験における走行時には、専用空間化（実験車両や実験関係者以外の立入を制限）のための柵などを設置

！

道の駅等の停留所における
発進時の運用方法を検証

※音による歩行者の退避、
走行路の円滑な確保など

♪

♪

♪

車両から音を出すことで、歩行者
が認知・退避するか否か確認
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日用品の
注文

農産物出荷箱の
積込み

注文品積込み

出荷連絡

農産物出荷箱の
受取り

主な検証項目 （⑤地域への効果の例）

自動運転車両を活用した配送実験の実施により、自動運転サービスによる地域への効果を検証

道の駅にしかた集落 集落

集落
道の駅にしかた

日用品の受取り

23



道の駅「にしかた」実証実験

道路・交通検証

モニター乗車 実験見学場所

配送実験（図書館）
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